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老
朽
化
し
て
誰

も
住
ん
で
い
な
い

空
き
家
が
年
々
増

加
し
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
放

置
し
て
お
く
と
倒

壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
ほ
か
、
防
犯
や
景
観
な
ど
多

く
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　

今
年
五
月
に
は
「
空
き
家
対

策
特
別
措
置
法
」
が
全
面
施
行

さ
れ
、
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
れ
ば
「
特
定
空
き

家
」
と
し
て
所
有
者
に
修
繕
や

解
体
撤
去
な
ど
の
指
導
や
勧
告

が
で
き
、
命
令
に
応
じ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
行
政
側
が
取
り

壊
し
、
費
用
を
所
有
者
に
請
求

す
る
行
政
代
執
行
も
可
能
と
し

て
い
る
。

　

人
口
減
少
が
進
み
空
き
家
を

減
ら
す
事
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
。「
解
体
に
は
費
用
が
か

か
り
、
解
体
し
た
ら
固
定
資
産

税
が
増
え
る
」
な
ど
増
加
の
原

因
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
定
住
促

進
や
高
齢
者
の
福
祉
住
宅
な
ど

空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
事
を

行
政
、
民
間
が
知
恵
を
出
し
合

い
実
行
し
て
い
く
良
い
機
会
で

も
あ
る
。
将
来
を
担
う
若
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
経
済
的
、

社
会
的
環
境
整
備
の
一
端
と
も

成
り
え
る
と
思
う
。

し
た
今
回
の
音
楽
祭
は
ピ
ア
ノ

の
連
弾
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
、
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
合
唱
な
ど
今
年
も
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

保
育
園
の
年
中
の
子
か
ら
七

十
歳
を
越
え
る
方
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
方
に
出
演
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
小
海
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
伴
奏
に
よ
る
「
ふ
る
さ

と
」
の
全
員
合
唱
で
、
こ
ち
ら

は
大
人
か
ら
子
供
ま
で
皆
さ
ん

が
一
体
と
な
っ
た
合
唱
と
な
り
、

な
り
ま
し
た
。

　

左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
世
界
的
に
も
有
名
な

舘
野
泉
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
東
京
都
や
石
川
県
、

富
山
県
な
ど
遠
く
か
ら
足

を
運
ぶ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容
と

し
ま
し
て
は
、「
ヴ
ォ
ー

カ
ル
の
柴
田
暦
さ
ん
」
と

「
チ
ェ
ロ
の
多
井
智
紀
さ

ん
」
と
の
コ
ラ
ボ
コ
ン
サ

最
後
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
音

楽
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

音
楽
が
好
き
な
方
は
是
非
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ー
ト
で
そ
れ
ぞ
れ
華
麗
な
音
色
、

歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

入
場
者
た
ち
は
繊
細
か
つ
迫
力

あ
る
演
奏
に
心
酔
い
し
れ
て
い

ま
し
た
。

　

六
月
十
四
日
㈰
、
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時
四
十
分
ま
で
、

第
二
十
二
回
森
の
音
楽
祭
が
小

海
町
音
楽
堂
「
ヤ
ル
ヴ
ィ
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
十
八
組
、
九
十
五
名

で
、
一
般
入
場
者
を
含
め
て
約

一
六
〇
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

小
海
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
と
も
に
開
演

　

六
月
七
日
㈰
、
午
後
二
時
か

ら
舘
野
泉
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

が
小
海
町
音
楽
堂
「
ヤ
ル
ヴ
ィ

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
晴
天
の
な
か
で
の
公
演

と
な
り
、
入
場
者
は
関
係
者
含

め
一
四
九
名
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。

　

舘
野
泉
さ
ん
は
音
楽
堂
「
ヤ

ル
ヴ
ィ
ホ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
と
き
か
ら
毎
年
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
年
で
二
十
一
回
目
の
公
演
と

第
二
十
二
回
森
の
音
楽
祭

十
八
組
が
参
加

舘
野
泉
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

小
海
町
で
二
十
一
回
目
公
演

舘
野
泉
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

小
海
町
で
二
十
一
回
目
公
演

ら
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体
験
を
皮

切
り
に
夏
至
祭
が
始
ま
り
、
午

後
四
時
三
十
分
頃
か
ら
は
夏
至

祭
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、

は
ざ
た
雅
子
さ
ん
に
よ
る
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
民
族
楽
器
カ
ン
テ

レ
の
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

日
本
の
琴
や
ハ
ー
プ
に
似
て
お

り
、
繊
細
な
音
色
に
来
場
者
も

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
五
時
か
ら
は
、
小
海
町

の
音
楽
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
奏
、

合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、巨
大
コ
ッ
コ
点
火（
写
真
）

や
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
文
化
専
門
家
に
よ
る
ム
ー
ミ

ン
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
町
内
の
皆
様
に
よ
る
料

理
提
供
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ゲ

ー
ム
「
モ
ル
ッ
ク
」
体
験
、
サ

ウ
ナ
体
験
な
ど
来
場
者
は
夏
至

を
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

去
る
六
月
六
日
に
、
松
原
湖

の
長
湖
畔
に
お
い
て
、
第
一
四

回
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
夏
至
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
天
の
中
で

の
開
催
と
な
り
、
二
〇
〇
名
を

超
え
る
お
客
様
が
来
場
さ
れ
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
し
ま

し
て
は
、
午
後
一
時
三
十
分
か

フィンランド
夏至祭
開催される
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オ
ー
ル
小
海
は
台
湾
で
六
月

十
三
日
～
十
四
日
に
行
わ
れ
た

台
湾
ジ
ョ
イ
フ
ル
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
米
国

・
中
国
・
台
湾
・
日
本
で
結
成

さ
れ
た
「
環
太
平
洋
ジ
ョ
イ
フ

ル
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
」
に
よ

る
台
湾
大
会
で
、
日
本
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ル
小
海
チ
ー
ム
は
十
三

名
で
、
平
均
年
齢
七
十
歳
の
チ

ー
ム
で
す
。
勝
つ
こ
と
よ
り
交

流
・
親
睦
そ
し
て
怪
我
を
し
な

い
事
を
第
一
目
標
に
、
今
回
の

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
台
湾
市
内
に
あ
る

「
新
北
市
三
重
區
重
新
壘
球

場
」
に
て
行
わ
れ
、
こ
の
球
場

は
天
然
芝
の
オ
ー
プ
ン
球
場
で

内
外
野
と
も
に
天
然
芝
が
美
し

く
、
照
明
・
観
客
席
が
整
備
さ

れ
て
い
る
立
派
な
球
場
で
し
た
。

　

一
日
目
の
結
果
は
、
二
戦
二

敗
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
る
く

パ
ワ
ー
に
溢
れ
た
台
湾
の
チ
ー

ム
に
臆
す
る
こ
と
な
く
自
分
達

の
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
気
温
三
十
五
・
四

度
の
暑
い
中
、
台
湾
の
チ
ー
ム

と
二
試
合
行
い
、
結
果
は
自
分

達
の
試
合
が
出
来
ず
に
二
戦
と

も
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
は
散
々
と
な
り

ま
し
た
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
共
に
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
人
々
と
交
流
で

き
、
親
睦
が
深
め
ら
れ
当
初
の

目
標
以
上
の
成
果
と
な
り
ま
し

た
。
怪
我
や
体
調
を
崩
す
こ
と

な
く
チ
ー
ム
全
員
無
事
に
帰
国

で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
代
表
と
し
て

国
際
試
合
に
参
加
し
た
こ
と
は

小
海
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
に

お
い
て
も
大
き
な
功
績
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

オ
ー
ル
小
海

　
　

代
表
者　

中
島　

春
吉

　
　

監　

督　

井
出　

勝
一

図
書
室
よ
り
お
願
い

移
動
図
書
に
つ
い
て

　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

先
日
チ
ラ
シ
に
て
、
移
動
図

書
の
新
し
い
コ
ー
ス
案
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。
ご
覧
い

た
だ
き
、
新
た
に
加
え
た
い
停

車
場
所
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
お
気
づ

き
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
参
考
に
、
八
月
中

に
新
し
い
移
動
図
書
の
コ
ー
ス

を
作
成
し
、
秋
か
ら
実
施
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
付
期
間　

七
月
末
日
ま
で

本
の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す

　

只
今
、
図
書
室
は
本
の
引
越

し
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
図
書

室
の
本
を
借
り
て
い
る
方
は
、

七
月
中
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

総
合
セ
ン
タ
ー
二
階
の
事
務
所

受
付
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー

℡
0
2
6
7
─
92
─
4
3
9
1

オ
ー
ル
小
海
チ
ー
ム

台
湾
ジ
ョ
イ
フ
ル
大
会
に
出
場

て
お
ら
ず
、
初
め
て
経
験
す
る

小
海
の
厳
し
い
寒
さ
に
驚
く
の

と
同
時
に
「
本
当
の
冬
」
を
教

え
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
長

女
が
小
学
二
年
生
で
ス
ケ
ー
ト

ク
ラ
ブ
へ
入
部
し
た
事
を
き
っ

か
け
に
、
長
男
、
次
女
と
当
り

前
の
よ
う
に
ス
ケ
ー
ト
の
道
へ
。

厳
し
い
寒
さ
も
楽
し
さ
に
変
わ

る
の
か
⁉
何
か
の
魔
法
か
⁉

　

根
性
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
世
界
へ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
る

か
の
よ
う
に
親
も
ま
た
応
援
に

熱
く
な
り
、
や
っ
て
み
な
け
れ

ば
分
か
ら
な
い
と
は
正
に
こ
の

事
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

三
年
前
、
小
海
に
家
を

建
て
永
住
す
る
決
断
を
し

ま
し
た
。
私
達
家
族
に
と

っ
て
こ
の
場
所
は
と
て
も

居
心
地
が
良
く
、
小
海
の

方
々
の
飾
ら
な
い
あ
り
の

ま
ま
の
優
し
さ
と
、
寒
さ

を
耐
え
抜
く
芯
の
強
さ
と

助
け
合
う
温
も
り
の
あ
る

心
が
大
好
き
で
す
。
目
に

は
見
え
な
い
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、
私
達
家
族
を

支
え
、
癒
し
、
育
て
て
く

れ
る
町
の
皆
様
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ト
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
あ
っ
た

プ
ー
ル
で
泳
ぎ
、
あ
ま
り
の
水

の
冷
た
さ
に
五
分
で
ギ
ブ
ア
ッ

プ
し
た
事
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。

　

結
婚
し
長
女
を
出
産
し
て
か

ら
も
何
度
か
小
海
町
を
訪
れ
る

う
ち
に
、
こ
の
自
然
豊
か
な
所

で
子
育
て
が
で
き
た
ら
幸
せ
だ

ろ
う
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
主
人
も
田
舎
暮
ら
し
に

興
味
を
持
ち
始
め
て
い
た
事
を

き
っ
か
け
に
一
九
九
八
年
十
二

月
小
海
町
へ
と
移
住
し
ま
し
た
。

　

夏
の
涼
し
さ
は
知
っ
て
い
た

も
の
の
、
冬
の
事
を
全
く
考
え

少
し
だ
け
私
事
を
書
か
せ
て
頂

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

横
浜
で
育
っ
た
主
人
と
私
が

小
海
町
を
知
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
祖
父
で
し
た
。

　

父
方
の
祖
父
は
、
病
弱
な
祖

母
を
空
気
の
綺
麗
な
場
所
で
静

養
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
、
自
然

豊
か
な
松
原
に
別
荘
を
建
て
ま

し
た
。
夏
休
み
に
は
松
原
湖
で

ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
川
で
釣

り
を
し
た
り
、
今
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ス
ケ
ー

　

小
海
町
へ
移
住
し
今
年
で
十

六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

原
稿
依
頼
を
頂
き
ま
し
た
の
で

（167）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り

高
橋
　
亜
矢
子

小海町公民館報編集委員を募集します
　町では公民館報編集委員を広く町民の皆さんから募集い
たします。館報編集委員の方には主に小海町公民館報の企
画案選考、校正を行っていただきます。
　小海町公民館報の編集に興味のある方、ご自分で企画や
校正に携わってみたい方などぜひご応募ください。お待ち
しております。
　お問い合わせ、ご連絡は町総合センター

電話９２－４３９１までお願いいたします。
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⑷

教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …７月号…
Vol.7

　今年も多くの方に学校を支えていただいています。学習
支援、読書ボランティア、クラブ指導など学校のあらゆる
活動に関わっていただくお陰で、安心して子どもたちは生
活することができます。また森の音楽祭には合唱クラブが
参加し、学校の外でも地域と関わりを持たせてもらうこと
ができました。六月の校内音楽会には多くの地域の方が来
校して楽しんで下さり、日頃お世話になっている恩返しが
少し出来たように思います。地域への感謝の気持ちを込め

て少し前になりますが、小海ト
ンネルの掃除をふれあい班（縦
割り班）で行いました。高学年
が重いバケツの水を何回も換えながら手すりがピカピカになるまで頑張りました。こ
れからもたくさんお世話になります。よろしくお願いします。

　3年生が中心となり、2つの部が東信大会に出場しました。今後ともご支援ご声援よろしくお願いいたします。
〈東信大会〉
　卓球部 （小諸市総合体育館）
　　団体戦　6月27日　【女子】予選リーグ　　　　小海中１－３川上中／小海中３－１東御市東部中　
　　　　　　　　　　　　　　　決勝トーナメント　小海中１－３上田第一中（ベスト８）
　　個人戦6月28日　2名出場（3年　篠原真奈、中島琴奈）

　サッカー部 （菅平サニアパーク）　
　　○予選トーナメント　6月27日　小海中１−２上田第一中

　水　泳（上田自然運動公園プール）
　　黒澤嵩矢（男子100mバタフライ1分21秒06　第3位）　県大会へ

共育の広場

小海小学校 地域のみなさまお世話になります

小海中学校 中体連夏季大会

今! 小海高校 総合的学習の実施
　5月26日に総合的な学習の日として、学年別に様々な学習をしてきました。
　1学年は都留文科大学と山梨学院大学を見学してきました。都留文科大学では本校出
身の先輩が、高校２年から小論文対策をしてきたこと、大学では自分で授業を組み立て、
興味や必要のある分野を深く学べることなどを話してくれました。充実した図書館や広
いキャンパスなど「大学」を五感で感じることのできる有意義な校外研修でした。

　2学年は修学旅行の事前学習として、松代大本営跡地の見学を行いました。現地ガ
イドの方から、大本営が造られた歴史的な背景や、作業の様子などを説明していただ
きました。当時の過酷な労働の状況を想像しながら、平和の大切さを実感し、人権に
ついて深く考える良い機会となりました。学んだことを今後に生かしていきたいと考
えています。

　3学年は進路講座として終日、外部講師による講演、面接指導、具体的な小論文や
作文を書く学習を行いました。約40名程の講師に来校いただき例年貴重な機会とな
っています。進路希望にあわせた分科会等、直接講師との懇談のなか、熱心に聞き入
る姿が見られました。就職希望の生徒には模擬面接など通しその時点での的確なアド
バイスもいただきました。
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定例教育委員会が行われました
●5月教育委員会（平成27年5月25日）
　議 1 　総合教育会議について
　議 2 　高原美術館協議会委員の任命について
　議 3 　後援依頼について
・ 5 月 8 日に開催された総合教育会議について協議し

ました。
・高原美術館協議会委員10名を任命することに同意しま

した。（任期：平成29年 4 月30日）
・後援依頼について承諾しました。

●5月中学校組合教育委員会（平成27年5月25日）
　議 1 　総合教育会議について
・ 5 月14日に開催された総合教育会議について協議し

ました。

●6月教育委員会（平成27年6月26日）
　議 1 　準要保護の認定について

議 2 　文化財調査委員、スポーツ推進委員の委嘱に
ついて

議 3 　県教育委員会及び市町村教育委員会相互の連
絡調整について

議 4 　平成27年度郡町村教育委員総会並びに学校長
・町村教委合同会議について

　議 5 　後援依頼について
・準要保護 5 名の認定をしました。
・文化財調査委員14名、スポーツ推進委員 7 名を委嘱

することを承認しました。（任期：平成29年 6 月30
日）

・県教育委員会及び市町村教育委員会相互の連絡調整
について了解しました。

・後援依頼について承諾しました。

●6月中学校組合教育委員会（平成27年6月26日）
　議 1 　準要保護の認定について
・準要保護 6 名の認定をしました。

教 育 委 員 会 情 報　5月・6月

　今年度より小海小学校でお世話になっています。
理科専科を担当している山口喜一と申します。昨年
度までは隣村の南牧北小学校にいました。自宅は佐
久市にあるので、小海の自然を眺めながら南牧村ま
で毎日通っていました。冬になると、夕方に松原湖
スケートセンターへ行っていたのでお会いした方々
も多いかと思います。
　小海小へ来て3ヶ月が過ぎました。朝早くから校
庭で遊んだり虫を捕まえたりする元気な子どもたち
を見ていると、自分の子どもの頃を思い出します。
給食をよく食べ、日が暮れて暗くなるまで遊び、土
日も外で走り回っている、どこにでもいる日に焼け
たスポーツの好きな子どもです。ですから、今でも
体を動かすことが大好きです。パワフルな小海小の
子どもたちと、たくさん遊び、ふれ合っていきたい
と思います。
　顔写真の後ろに写っているのは3年生が理科で育
てているヒマワリです。分かりにくいかも知れませ
んが、ものすごく大きく育っています。先日、草丈
を測りましたが、子どもの身長の倍以上あるので測
るのに苦労しました。何と約3ｍもありました。こ
こまで大きくなるのも珍しいなと思いましたが、種
を蒔いたときの真剣な眼差しからして、パワフルな
子どもたちの分身ではないかと思っています。観察
するときは、「うわぁー！」という歓声から始まり
ます。そのときのワクワク・ドキドキしながら見上
げる子どもたちの輝く笑顔を大切にし、子どもたち
に寄り添っていきたいと思います。よろしくお願い
します。

熱い共育人
vol.5 小海小学校

講師
山
や ま

口
ぐ ち

　喜
き

一
い ち

　小海小学校・小海中学校では夏休みに入る 7 月から 9 月を非違行為防
止月間とし、教職員を対象とした研修会等を実施し、学校をあげて非違
行為防止運動を進めています。主な研修内容は「交通安全遵守の誓い」
「心の安全点検」「体罰根絶のためのセルフチェック」「スクールセクハ
ラ自己点検」「飲酒時帰宅方法確認」等のほか、個別の面談指導などを
行い、信頼される学校づくりに取り組んでいきます。

非違行為
防止月間
（7月〜 9月）
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ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
さ

つ
と
同
時
に
非
行
問
題
等
の
対

処
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
、
子
ど
も
た

ち
に
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
雨

の
中
で
の
指
導
と
な
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
気
持

ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て

来
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
一
日
㈬
に
青
少
年
健
全

育
成
連
絡
協
議
会
街
頭
指
導
が

小
海
駅
及
び
中
学
校
校
門
前
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
七
月
は
青

少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む

強
調
月
間
と
な
っ
て
お
り
、
小

海
町
交
番
の
方
や
保
護
司
、
ボ

○
催
　
事

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議

会
・
4
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
父
親
母
親

委
員
会　

合
同
講
演
会

　
　

8
月
31
日
㈪

○
音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト

　

伊
東
は
じ
め
×
杉
田
真
理
子

　

シ
ャ
ン
ソ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

　
　

8
月
9
日
㈰

　

ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
・
ト
リ
オ

　
　

9
月
6
日
㈰

　

山
﨑
浩
・
沼
田
秀
美

　

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

9
月
27
日
㈰

○
知
恵
の
泉
事
業

　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

　

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
vs

ま
す
。

　

ま
た
、図
書
館
の
一
角
に「
町

民
ホ
ー
ル
」
の
設
置
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
各
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
新
し
い
図
書
、
特
に
文

庫
類
が
あ
り
ま
し
た
ら
寄
贈
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き

る
「
み
ん
な
の
図
書
館
」
と
し

て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

　
　

8
月
2
日
㈰

○
そ
の
他
教
室
等

　

英
会
話
教
室

　
　

8
月
18
日
㈫

　
　

9
月
第
1
・
第
3
火
曜
日

○
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
は

　
総
合
セ
ン
タ
ー
夜
間
開
放
日

　

会
議
室
等
を
ご
利
用
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

午
後
５
時
15
分
～
９
時
15
分

○
毎
週
土
・
日
・
祝
日
は

　

総
合
セ
ン
タ
ー
昼
間
開
放
日

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

お
問
い
合
わ
せ
先

　

小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

℡
0
2
6
7
─

92
─

4
3
9
1

○
体
育
行
事
・
教
室

　

ヨ
ガ
教
室

　
　

8
月
20
日
㈭

　
　

9
月
17
日
㈭

　

第
43
回
分
館
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

8
月
30
日
㈰

　

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

　

陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　

9
月
5
日
㈯

　

第
43
回
分
館
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

9
月
29
日
㈫
～
30
日
㈬

○
交
流
事
業

　

茨
城
県
大
洗
町

　

体
験
学
習
事
業

（
小
学
6
年
生
体
験
学
習
）

　
　

8
月
5
日
㈬
～
6
日
㈭

　

昨
年
十
一
月
か
ら
改
修
工
事

し
て
い
ま
し
た
学
習
館
の
内
外

装
工
事
が
五
月
末
に
完
成
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
十
月
オ
ー
プ
ン
に
向

け
備
品
の
設
置
、
図
書
等
の
引

越
し
等
の
準
備
作
業
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進
め
て

い
ま
す
。

　

お
盆
過
ぎ
に
は
、
公
民
館
登

録
グ
ル
ー
プ
へ
の
説
明
会
、
施

設
見
学
を
予
定
し
て
お
り
、
レ

ン
タ
ル
ル
ー
ム
の
募
集
も
行
い

８
月
・
９
月
の
生
涯
学
習
事
業

８
月
・
９
月
の
生
涯
学
習
事
業

小
海
町
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
街
頭
指
導

小
海
駅
に
て
行
い
ま
し
た

○
「
銅
版
工
芸
＆
写
真
展
」

　

8
月
7
日
㈮
～
8
月
21
日
㈮

○
─
山
野
麗
色
─
癒
し
の
器
展

　

8
月
23
日
㈰
～
9
月
6
日
㈰

　

体
験
・
販
売
あ
り
ま
す
。

○
草
木
染
の
会
合
同
作
品
展

　

9
月
19
日
㈯
～
9
月
29
日
㈫

　

松
原
湖
観
光
案
内
所

　

電
話　

93
─
2
0
0
5

　
　
　
　
　
　

水
曜
日
休
館

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

盆
見
舞
い
金
の
自
粛
及
び
廃
止
の
お
願
い

　
小
海
町
生
活
改
善
委
員
会
で
は
、
佐
久
地
区
の
市
町
村
で
構
成

さ
れ
ま
す
佐
久
地
域
生
活
改
善
委
員
会
の
申
し
合
せ
事
項
に
の
っ

と
り
、「
近
親
者
を
除
き
新
盆
見
舞
金
を
自
粛
、
廃
止
と
し
、
記

帳
の
み
と
す
る
」
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
、
新
盆
を
迎
え
ら
れ
る
施
主
の
方
に
お
か
れ
て
は
、
生
活

改
善
委
員
会
申
し
合
せ
事
項
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
張
り

紙
を
掲
示
す
る
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
張
り
紙
は
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
、
役
場
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

学
習
館
本
体
工
事
完
成

～
み
ん
な
の
図
書
館
へ
の
本
の
寄
贈
受
付
中
～



第 4 8 1 号 平成27年7月24日役場からのおしらせ

第129号

http://www.koumi-town.jp/　　E-mail koumi@koumi-town.jp

もくじ
町営路線バス‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7
国勢調査を実施します‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7
町税等の納期のお知らせ‥ ‥‥‥‥‥‥‥ 8
集落再生支援事業をご活用ください！‥‥‥ 8
町政ご意見箱意見一覧‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 8
マイナンバー制度について：№3‥‥‥‥‥‥ 9
子育てこうみ　ちょこっと情報‥ ‥‥‥‥ 10
地域おこし協力隊‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

臨時福祉給付金‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
国民健康保険税の税率が変わります‥ ‥ 12
介護サービスの
　　利用者負担割合が変わります‥ ‥‥ 13
すこやかBOX‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
シリーズ防災⑦‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
動物の飼い主のみなさんへ‥ ‥‥‥‥‥ 15
スポーツ交流大会参加者募集‥ ‥‥‥‥ 15

JR小海線全線開通80周年記念‥‥‥‥‥ 16
八峰の湯だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16
小海町開発公社平成26年度決算の状況‥ 17
くらしの情報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
子育て支援だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19
やすらぎ園だより‥‥‥‥‥‥‥ 　20〜21

⑺

　「晩秋の松原湖」の風景と、県の無形民俗文化財に指定されている「親沢の三番叟」が後方に描かれた、町
営路線バスが登場しました。
　側面には、町と小海高校のイメージキャラクターの「プティリッツァ」と「パクム」がそれぞれ描かれてい
ます。

●日本の実態を明らかにする調査です。
国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにするため統計法という法律に基づき実施する重要な
統計調査です。

●オンライン調査もスタートします！
平成27年調査は紙の調査票だけでなく、パソコンやスマートフォンからインターネットによる回答
ができるようになり、より便利で簡単になります。

9月に入りましたら調査員が各ご家庭を訪問します。皆様のご協力をお願いします。
【お問合せ】　総務課　総務係　電話９２−２５２５

平成27年10月1日に国勢調査を実施します
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町税等の納期のお知らせ　平成27年8月～10月の納期は下記のとおりです

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※ 9 月26日が土曜日のため、28日に振替ます。
また、窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、納付の煩わしさのない口座振替納付のご利用をお勧めします。
納税が遅れますと督促状が送られ延滞金が課せられますので必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日
　8　月26日㈬
　9　月28日㈪
10月26日㈪

町県民税 固定資産税 国民健康
保 険 税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料

２期

３期
３期

２期
３期
４期

２期
３期
４期

２期
３期
４期

	 トイレを水洗にしたいのですが、お金がないので無利子で貸して頂くようなことを考えてもらえないで
しょうか。

	 無利子の貸付制度がございますが、色々な要件がございます。是非相談にお越しいただきますようお願
いします。

町政ご意見箱意見一覧（各課別）5月
小
海
町
社
協

ご意見

回　答

集落再生支援事業をご活用ください！
事業内容の紹介
　「地域の課題は地域と行政の協働で」をキーワードに、区民の皆さまが自分たちの区に必要なことを考え、
話し合い、実施していく地域活動の活性化を支援するものです。
　各地区で、道水路施設の修繕や景観づくり、環境保全、防犯灯のＬＥＤ化等幅広く利用していただいており、
いち早い地域課題の解決や活性化対策につながっています。
　下記のランクからいずれか 1 つを選択して、申請することができます。

平成26年度集落再生支援事業　活用事例の紹介　～東馬流地区～
　下記の例は、平成26年度に実施した事業の活用例です。参考にしていただき、
当該事業をご活用ください。
◇事 業 内 容　秩父事件史跡の石段に手すりを設置
◇事 業 費　288,586円（複数の事業を総合してＡランクの事業ができます。）
◇区民の関わり　石段の設置作業の補助
◇事 業 効 果　秩父事件史跡に来訪して散策する方の安全が確保されました。

ランク

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

補助金限度額

100万円

50万円
5万円

2万円

複数の事業実施

◯

◯
◯

◯

区民の関わり

◯

×
×

◯

注意事項及び事業内容例　等
地区区民が労力を出し合って行う事業が対象です。
例土木工事・資材の搬入搬出（処分品等）手伝い
・安全誘導（通行整理）・世代間交流（地区祭り）等
業者に発注して行う事業（修繕等）　　 
備品の購入
災害時炊き出し費用を対象としますが、事業費の
2 ／ 3 以内とします

※平成26年度からＢランクの補助金限度額が10万円から50万円に引き上げとなっています。



第 4 8 1 号 平成27年7月24日役場からのおしらせ⑼

マイナンバー制度について：№3

マイナンバー取得までの流れ

マイナンバー制度に関するお問合せ
　　　　◆コールセンター　　0570−20−0178（全国共通ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　　　　　平日　午前9：30～午後5：30（土日祝祭日除く）
　　　　◆マイナンバー制度に関するホームページ（内閣官房）
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cas.go.jp/seisaku/bangoseido/

お問合せ：小海町役場　総務課　窓口係　電話 92−2525

マイナンバーを簡易書留
で通知（原則として住民
票の世帯ごと）
＊マイナンバーの通知カ

ード
＊「個人番号カード」の

申請書　
＊返信用封筒・説明書　

個人番号カードを申請
①郵送申請
　（同封の申請用封筒で）
②オンライン申請

（スマホで顔写真を撮
影し所定のフォームか
ら）

役場の窓口で受領
＊保管していた通知カー

ド
＊個人番号カードの準備

ができた旨の通知書
＊運転免許書などの本人

確認書類

平成27年10月〜12月 平成28年1月〜

※現在住んでいる場所と住民票の住所が異なる場合は、通知カードを受け取れない場合があります。
※在留外国人の方も個人番号カードを取得することができます。
※住基カードをお持ちの方は返却が必要です。

・個人番号カードは、「氏名・住所・生年月
日・性別・個人番号・本人の写真」等が記
載されており、身分証明書として使用でき
ます。

・ICチップには、上記事項のほか「電子証
明書」（パソコン等での申請に必要）、自
治体が独自のサービスのために条例で定め
た事項以外は記録されていません。

◇「地方税の関係情報」「年金の給付関係情
報」「医療保険・福祉関連情報」は個人番
号カードには記録されていません。

◇それぞれの個人記録はこれまでどおり分散
管理です。つまり国税の情報は税務署、住
民税の情報は市区町村、年金情報は年金事
務所で管理されます。（芋ずる式の情報漏
洩はありません）

◇情報にアクセスできる人は制限・管理され
るとともに、各行政機関の通信は暗号化さ
れます。

表
面

裏
面



平成27年7月24日 第 4 8 1 号役場からのおしらせ

小 海 の 花 鳥 風 月 の 美 し さ

⑽

　こんにちは！地域おこし協力隊の安澤です！
　今回私が初めて投稿することになりましたが、なにぶん筆下手ゆえ、お
許しください。
　小海町の好きな場所や見所、素敵な人たちを紹介するということが毎回
のテーマなのですが、今回は「山法師」について書かせていただきます。
　寒くて、つらい長い冬が終わりを告げ、福寿草に始まり、 4 月中旬くらいから山々は緑色に染まり始
め、花々は咲き乱れます。
　さえぎる物のない青い空、白い雲が広がり過ごしやすいこの町の 5 月は最高の時期と思われます。

　空薄暗く夏を迎えるこの梅雨の時期、雨水に濡れ、上
品に白く映える“山法師”は町の至る所で見られ、静か
に咲いている姿は大変美しいです。この“詩”の様な世
界が日常で見られるこの地域、町は素晴らしいと思いま
す。
　そしてこのような小海の美しい資源である“花鳥風
月”を伝えるべく、今年度からは私、安澤も「小海町地
域おこし協力隊 Facebook ページ」の方で発信を始めま
した。よかったらそちらの方もご覧くださいませ。
→ https://www.facebook.com/koumiokoshi

小 海 の 花 鳥 風 月 の 美 し さ小 海 の 花 鳥 風 月 の 美 し さ

子育て小海

連載№3

高校生等の
通学費を補助します

平成27年度から、町では子育て世代の負担軽減を目的に、高校生等の
通学費補助を実施しています。

対 象 者　　町内に住所を有し、高等学校等に通学する学生
補 助 額　　高等学校等に通学する際の「鉄道の通学定期券購入費用の１／３」を補助
申請方法　　通学定期券購入後、申請書に購入した通学定期券の写しを添付し教育委員
　　　　　　会に提出していただきます。
　　　　　
　　　　　　☆申請書は教育委員会、総合センター及び役場窓口に備え付けてあります。
　　　　　　　また、小海町のホームページの「お知らせ」からも入手できます。
　　　　　　☆「高等学校等」・・・高等学校、高等専門学校、特別支援学校

　　　　　　【お問合せ】　小海町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　電話９２－２３９１

高校生等の
通学費を補助します

高校生等の
通学費を補助します



第 4 8 1 号 平成27年7月24日役場からのおしらせ⑾

・平成27年度分の住民税が課税されていない方が対象です。
・課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合
（住民税において、どなたかの扶養となっている場合）
・生活保護の受給者である場合　 など 　　 は対象となりません。

・１人につき　6,000円

・対象児童１人につき　3,000円

・平成27年1月1日

基準日

・平成27年5月31日

基準日

・該当と思われる世帯へ9月上旬に関係書類を郵送する予定で、支給については10月以降になります。

※2つの給付金のどちらの要件にも該当する方については、「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」の
　両方を受け取ることができます。その場合、両方の給付金について、それぞれ申請が必要となります。

【お問合せ】　町民課　福祉係　電話92－2525　及び　子育て支援課　電話92－2580

申請受付及び決定

・該当と思われる世帯へ9月上旬に関係書類を郵送する予定で、支給については10月以降になります。

申請受付及び決定

・平成27年6月分の児童手当を受給される方が対象です。
　　ただし、特例給付を受給されている方は、対象となりません。
　　※特例給付とは、所得が高額な方について、児童1人当たり月額5,000円を支給しているものです。

・支給対象者の平成27年6月分の児童手当の対象となる児童

93 .0万円

137.8万円

168.3万円

209.9万円

148.0万円

98.0万円

192.8万円

141.2万円

875.6万円

917.8万円

960.0万円



平成27年7月24日 第 4 8 1 号役場からのおしらせ ⑿

国民健康保険税の税率が変わります
国保の健全運営のため、加入者の皆さまのご理解ご協力をお願いします。
　国民健康保険（国保）は病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、加入者の皆さま
が国保税としてお金を出し合い、お互い助け合う制度です。
　国民健康保険は「国民健康保険事業特別会計」として独自の会計で運営をしています。

　平成26年度国保特別会計決算見込み　　　　

　平成26年度国保特別会計の決算見込みは、保険給付費（医療費）が約 3 億7,000万円で前年度に比べ
約4,000万円増となり、国保税と国や県からの交付金では収入が不足したため、基金（貯金）を全額取
崩し補てんしました。
　平成27年度も医療費はひきつづき増加すると見込まれます。
　基金も枯渇し、繰越金も減少したために、国保特別会計の運営が厳しい状況となっています。
　このことから、国民健康保険運営協議会で審議いただき、 6月議会定例会で議決され、国保税を下記
のとおり引き上げることとなりました。

引上げの内容　・医療分の所得割を 2 ％引き上げ
　　　　　　　・限度額を81万円から85万円に変更
尚、前年に続き低所得者を対象に国保税軽減の拡大が行われます。

歳　　　入
国保税	 1億4,321万円
国や県からの交付金等	 3億7,997万円
その他の収入	 2,732万円
前年度繰越金	 768万円
基金繰入	 1,494万円
合　計	 5億7,312万円

歳　　　　出
保険給付費（医療費）	 3億6,986万円
後期高齢者支援金	 8,634万円
介護納付金	 3,743万円
高額療養費等拠出金	 6,572万円
保険事業・その他支出	 1,159万円
合　計	 5億7,094万円

平成26年度 平成27年度
税　率
所得割
資産割
均等割
平等割

限度額

税　率
所得割
資産割
均等割
平等割

限度額

医療分
5.40%
31%

16,000円
17,000円
51万円

医療分
7.40%
31%

16,000円
17,000円
52万円

81万円 85万円

支援分
4.30%
10%

3,400円
3,400円
16万円

支援分
4.30%
10%

3,400円
3,400円
17万円

介護分
1.80%
12%

8,000円
6,000円
14万円

➡
介護分
1.80%
12%

8,000円
6,000円
16万円

○病気の早期発見や予防のため毎年特定健診を受けましょう。
○ジェネリック医薬品（同じ効き目のある安価な医薬品）を利用しましょう。
○国保税の納期内納付にご協力をお願いします。



第 4 8 1 号 平成27年7月24日役場からのおしらせ

今年も受けなきゃいけないの？総合セット健診

介護サービスの
　　利用者負担割合が変わります

⒀

すこやかBOXすこやかBOX

介護サービスの
　　利用者負担割合が変わります

平成27年
8月1日から

　介護サービスを利用する場合には、費用の一定割合を利用者の方にご負担いただくことが必要です。
　この利用者負担について、これまでは所得にかかわらず一律にサービス費の１割としていましたが、
団塊の世代の方が７５歳以上となる２０２５年以降にも持続可能な制度とするため、６５歳以上（第１
号被保険者）のうち、一定以上の所得がある方にはサービス費の２割をご負担いただくことになります。
要支援・要介護の認定を受けた方には、利用者負担割合（１割か２割）が記載された「介護負担割合証」
が発行されます。（介護負担割合証は、７月下旬頃、要支援・要介護認定を受けている方に送付します。）
介護サービスを利用する際は、介護被保険者証と２枚一緒にサービス事業者や施設に提示してください。

〈利用者負担割合判定の流れは下記のようになります〉

【お問合せ】　町民課　高齢者支援係　電話９２－２５２５

65
歳
以
上
の
方

本人が市区町村民税を課税されていない場合
又は生活保護を受給されている場合

本人が市区町村
民税を課税され
ている場合

本人の合計所得
金額が160万円以上

年金収入＋ ＜その他の
合計所得金額

1人の場合　　　：　　280万円
2人以上いる場合：合計346万円

同一世帯に65歳以上の方（本人含む）が

下記以外の場合

本人の合計所得
金額が160万円未満

1割負担

1割負担

1割負担

2割負担

今年も受けなきゃいけないの？総合セット健診今年も受けなきゃいけないの？総合セット健診
小海町の２大受けない理由!!
１．自覚症状がないし、健康に自信がある
２．仕事が忙しくて、時間がない（慶応大学とのアン

ケート調査結果から）

　・去年受けて問題なかったよ
　・毎年受けるのはめんどくさいよ　　　
　・健康には自信あるから受けないよ
　・忙しくて受けるヒマがないよ
　
　　そう思っている方いませんか？

健康に自信がある人、忙しい人にこそ受けてほしい！
　健康に自信がある人ほど体の異変を見逃しがち。
　自覚症状が無いうちに異常を発見するためにも、元
気な時こそ健診の受診が必要です！
　毎年受けることが健康な毎日につながります。
　大切なのは１回だけの健診結果ではなく、受診を続
けて見えてくる数値の変化です。
　たとえ、数値が基準値内でも少しずつ悪化している
項目がないかを確認して、生活習慣を改善していくこ
とが生活習慣病を予防することにつながります。
　総合セット健診を受けましょう!!!



シリーズ防災 ⑦
シリーズ防災 ⑦「もしも」のときにそなえよう !

もしものときの準備、できていますか？
災害発生時の行動と「そなえ」について、もう一度、家族や職場で話し合ってみましょう。

大型台風がやって来る、どうする？
大型台風、接近・上陸 !　台風の接近や上陸によって、暴風雨になったら
外へ出ない
　・台風の場合は、建物内で台風が通り過ぎるのを待つのが基本。
流れている水に近づかない
・急な増水のおそれがあるため、河川や用水路の周辺には決して
近づかない。

山などの急な斜面には近づかない
・土砂災害警戒情報が発表された場合は、速やかに避難する。
・土砂災害警戒情報が発表されていなくても、「斜面から小石が
落ちてくる」、「湧き水がにごる」などの土砂災害の前兆現象が
見られた場合、避難する。それとともに消防・警察・役場など
に通報する。

避難するときはどうする？
１．避難準備情報が出された場合は、速やかに要援護者の避難を
・役場から防災行政無線等において避難準備情報が出たら、高齢者や乳幼児などの方を優先に、自動車等を使
って、速やかに安全な場所に移送する。

２．役場から避難勧告が出た場合は、複数で行動する
　・役場から避難勧告が出たら、戸締りをして、近所の人達に声をかけ、一緒に徒歩で避難する。
３．避難は周囲の状況を確認してから
　・家の周囲の斜面で以下の現象が発生している場合は、速やかに避難する。
　　○斜面にひび割れが生じている。　　　○小石が落ちてくる。
　　○土の匂いがする。　　　　　　　　　○斜面から水が湧き出ている。
　　○湧き水や井戸水がにごる。　　　　　○地鳴りが聞こえる。
４．避難する際の注意
・頭を保護するヘルメットなどを着用する。
・両手は空いている状態にし、非常用品等はリュックに入れて避難する。
・可能な限り複数人で避難する。
・浸水している場合は、傘や杖などの棒を使って地面の様子を探りながら避難する。
・夜間に避難するのは大変危険なため、できるだけ明るいうちに避難する。
・場合によっては、消防・警察・役場に救助の要請をする。
・ 災害の危険が予想されるときは、「避難勧告」や「避難指示」が出されますが、普段とは違う音・臭いや差し
水等災害の予兆で危険を感じたときは、指示を待たずに、すぐに避難しましょう。
・やむを得ず、避難できない場合は、家の中で、なるべく高い階に移動し、山側や川側と正反対の場所に避難し
ましょう。

※自分の身の安全は、まずは自分自身で確保するように、常に家族で話し合っておきましょう。

昭和57年　台風10号災害



第 4 8 1 号 平成27年7月24日役場からのおしらせ⒂

　飼い主さんにとって、動物は心に潤いを与えてくれる、大切な家族の一員です。しかし、動物を愛す
るあまり、近隣に迷惑をかけていることはありませんか？あなたの家族の一員が社会の一員として認め
てもらえるように、もう一度、飼い主としての責任、正しい飼い方について考えてみましょう。
犬の飼い主さんへ
　犬を飼っている人は、役場で飼い犬登録し、狂犬病予防注射を毎年受けさせるとことが義務付け
られています。狂犬病予防注射は毎年必ず受けましょう。
　犬の放し飼いやリード（引き綱）をつけない散歩は近隣に迷惑をかけるだけでなく、交通事故な
ど、犬も危険にさらされます。また、住居入口に「犬がいる」ことを標示し、訪問してきた人に知
らせるなど、事故が発生しないよう努めましょう。
　散歩のときに、フンを持ち帰らない行為は、ごみのポイ捨てと同じです。フンは
必ず持ち帰りましょう。
　飼い犬が人を咬んでしまったときは、速やかに保健所へ連絡してください。

猫の飼い主さんへ
　猫を外で飼っていると、飼い主の知らないところでフン尿をしたり、畑を荒らしたりと近隣に迷
惑をかけている場合があります。交通事故や野良猫からの感染症など、猫にとっての危険もありま
す。猫は完全屋内飼育に努めましょう。

　猫は繁殖能力の高い動物です。望まない出産を避けるためにも必ず不妊手術をしま
しょう。
　野良猫への安易なエサやりはせず、エサを与える場合には、飼い主として責任を持
ち、近隣へ迷惑をかけないようにすることが必要です。

その他の動物の飼い主さんへ
　犬や猫以外の動物を飼養する場合、その生態を理解し健康を保つことは、犬や猫の場合よりも難
しいかもしれません。飼い主として、常に努力・勉強することが必要です。また、「特定動物 ※」
に該当する動物種である場合、飼養には県知事の許可が必要ですので、事前に保健所へご相談くだ
さい。（※ イヌワシ、インドニシキヘビなど、危険な動物として政令で指定された動物種）

【お問合せ】長野県佐久保健福祉事務所（佐久保健所）乳肉・動物衛生係　電話 ６３－４１９１
　　　　　　小海町役場　町民課　生活環境係　電話９２－２５２５

動 物 の 飼 い 主 の み な さ ん へ

2015 信州ねんりんピック　スポーツ交流大会　参加者募集2015 信州ねんりんピック　スポーツ交流大会　参加者募集
◆参 加 資 格　県内在住の60歳以上（Ｓ31.4／1以前生まれ)の方
◆競 技 種 目　ダンススポーツ、グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、ソフトテニス、ソフトバレーボール、

ペタンク、ウォークラリー、弓道、テニス、マレットゴルフ（全10種目）
◆参　加　費　 1 人500円（資料代・保険料等）
◆開 催 期 日　平成27年10月 3 日㈯
　　　　　　　長野市　長野運動公園総合運動場・犀川第 2 運動場マレットゴルフ場
◆申 込 締 切　平成27年 7 月31日㈮
◆募集の申込　地域包括支援センター　電話91−2200
　及びお問合せ　若しくは　佐久保健福祉事務所福祉課内
　　　　　　　　　　　　公益財団法人長野県長寿社会開発センター佐久支部　電話63−3141
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 ありがとうございます。おかげ様で8周年
～オープン８周年記念イベント～　
　7月1～7日、お客様感謝祭「オープン8周年記念イベン
ト」では、町民の皆様をはじめ、県内外から総勢3,013名、
大勢のお客様にご来場いただきまして、誠にありがとうご
ざいました。

“ヤッホーの日（8月8日）”イベント
　前号でお知らせしましたとおり、オープン８周年記念イ
ベント第２弾として、８月８日“ヤッホーの日”を開催し
ますので、大勢の皆様のご来場をお待ちしております。
★期日　８月８日（土）
★内容（予定）
　誕生日に８のつく方で食事をされる方にソフトドリンクをプレゼントします。
　さらに“8月8日誕生日の方”にはケーキをプレゼント。
　※誕生日の確認の出来る免許証・保険証等をご持参ください。

アルバイト募集
　繁忙期のアルバイトを募集しています。 期間（予定）8月上旬〜中旬まで。

お問い合わせ先　八峰の湯　TEL.０２６７－９３－２２８８
　　　　　　　　　ホームページhttp://www.yahho-onsen.jp/

⒃

北八ヶ岳松原湖温泉

JR小海線全線開通80周年記念
小海線に快速「風っこ八ヶ岳高原 」が運転されます
　トロッコ風列車「びゅうコースター風っこ」の車両を使用して、快速 「風っこ八ヶ
岳高原」が運転されます。小海線沿線の自然豊かな風景と 車窓に広がる八ヶ岳高原
の雄大な眺望など、小海線の旅を楽しみませんか。
※天候等によりブラインドを下げての運転や、窓ガラスを外さずに運転する場合もご
ざいます。（ご相談・申し込みはびゅう予約センター　電話 026−227−6809 まで）

種別 列　車　名 発　駅 着　駅時　刻 時　刻 運転日 編　　成

風っこ八ヶ岳高原
中　込

小淵沢

小淵沢

中　込

09：29

13：52

13：11

16：38
9 ／ 12・13

DD16（ディーゼル機関車）
＋

48型（風っこ）2両
全席指定席

快　
速

【停車駅】中込・八千穂・小海・信濃川上・野辺山・清里・甲斐大泉・甲斐小泉・小淵沢

　 9 月12日㈯、 9 月13日㈰の両日、トロッコ風列車が小海駅で午前10時30分～11時32分の約 1 時間停車します。
トロッコ列車、ハイブリッド車両、国鉄時代の車両（白／赤）の 3 車両が同時に小海駅で顔を合わせる大変珍
しいシーンとなります。
　トロッコ列車の運行に合わせ、両日とも、記念イベントを計画しております。車両の変化による時の流れを
感じるとともに、高原にふさわしいトロッコ列車をご見学に、ぜひ小海駅までお越しください。

【お問合せ】産業建設課　経済係　電話92−2525

八峰の湯 検索

プティリッツァ、パクム、アルクマが応援にかけつけました
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■別荘地販売あっせん謝礼20万円
　別荘地の販売をあっせんしてくださった方に、御礼として20万円をお支
払いします。知人、友人で別荘地の購入を考えている方がいらっしゃいま
したら、是非ご紹介下さい。事前に開発公社にお申し出が必要ですので詳
細は開発公社までお問い合わせください。
■マレットゴルフ・パターゴルフ平日利用料半額

今年度からマレットゴルフ、パターゴルフの平日割引をします。（ただし、
７月20日（月）～８月31日（月）の期間を除く）健康のためにも体を動か
しましょう。皆さまのご利用をお待ちしております。
■アルバイト募集
　繁忙期（ 8 月上旬〜中旬まで）のアルバイトを募集します。お気軽にお
問合せ下さい。

【お問合せ】　小海町開発公社　電話93−2539

　去る、 5 月29日、小海町開発公社の理事会・定時社員総会が開催され、決算が承認されました。関係団体の
支援もあり、今年度は2,799千円の黒字となり、借入金も豊里林野水利保護組合へ500万円を残すのみとなりま
した。
　今後も経費の削減を図り、収支のバランスの取れた経営基盤の確立を目指し、従業員一丸となり、利用料収
入の確保と現在保有しております地上権の販売に努めたいと思います。

小海町開発公社からのお知らせ

小海町開発公社平成26年度決算の状況

経 常 収 益
地 上 権 分 譲 収 益

別荘地代管理料収益

土 地 等 貸 付 収 益

利 用 料 収 益

受 託 料 収 益

建 物 貸 付 収 益

商 品 売 上 収 益 等

受 取 補 助 金 等

合　　計

3,500,000

25,546,704

26,290,340

29,555,234

845,800

1,230,000

1,163,535

3,500,000

91,631,613

事業収益

地上権分譲【4％】

別荘地代管理
【28％】

土地等貸付
【29％】

施設利用料
【32％】

受託料【1％】

建物貸付【1％】

受取補助金【4％】商品売上【1％】

経 常 費 用

人 件 費

管 理 費

事 業 費

地 代 費

減 価 償 却 費

貸 倒 引 当 金 繰 入

合　　計

18,593,636

3,240,568

23,302,599

36,062,879

6,236,282

1,395,975

88,831,939

事業活動支出人件費【20％】

管理費
【4％】

事業費
【26％】

地代費
【41％】

減価償却費【7％】

貸倒引当金【2％】
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション
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子 育 て 支 援 だ よ り
気持ちいい〜♪ いよいよプール遊び

○白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　と　き　 8 月16日㈰・ 9 月20日㈰　13時～16時
　ところ　佐久穂町老人福祉センター「こまどり」
※ 8 月22日㈯に白樺結婚相談所サマーイベントを開催いたしま

す。詳しくは、全戸配布されたチラシをご覧ください。
　お申し込み・お問い合わせは小海児童館まで（℡92−2580）
※ 9 月の結婚相談会は、小海町総合センターで行います。
○小海町結婚相談

月～金曜日の 8 時30分～19時まで小海児童館で受け付けて
います。
ご相談はご本人でもご家族でも結構です。気軽にご相談下
さい。

　 6 月22日に小海保育所でプール開きが行われま
した。日に日に暑さが増していく中で、子ども達
は、楽しそうに水と触れ合っています。 8 月下旬
まで、プール遊びを楽しむ予定です。

子育て支援センター事業（未就園児と親） 児童館事業（放課後児童） 次世代育成事業（児童等）
8・9月の子育て支援教室 お問い合わせは 小海児童館 TEL 92−2580

おもちゃランド　
◆ 8 月20日㈭　10時～11時30分　
　（集合解散）小海駅
　「ディーゼルに乗って野辺山へ行こう」

はぐくみサロン　
◆ 8 月27日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「子どもの応急処置方」
◆ 9 月17日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「ピラティスでママも元気♪」

パパママカンガルー広場　
◆ 9 月10日㈭　10時～11時30分　
　小海児童館
　「エンジョイ！スポーツ」

子ども教室
８月
・ 8 月 4 日㈫・ 6 日㈭　 9 時～
　小海児童館
　「夏休みイベント」
　 6 日㈭は探検隊とのコラボです
・ 8 月26日㈬　放課後～
　小海児童館
　「シャボン玉」

９月
・ 9 月 9 日㈬　放課後～
　小海児童館
　「オセロ・将棋会」
・9月24日㈭　放課後～
　小海児童館
　「ＤＶＤ鑑賞」

子ども探検隊
・ 8 月 6 日㈭　 9 時～
　小海児童館集合
　「野外クッキング」
・ 8 月22日㈯
　小海児童館集合
　「川遊び」

児童館夏休みイベント
小学校の夏休み中、小海児童館
で小学生対象の夏休みイベント
を開催します。小学生の皆さん、
ぜひ参加してくださいね。
（詳細は児童館だよりをご覧く
ださい。）

今年も盛況! 子育てフェスタ２７

　 6 月21日㈰に子育てフェスタ27を開催いたし
ました。人形劇団『やまいも』による本格的な人
形劇や、親子での運動遊び、鞍掛豆のおやつなど、
楽しく交流が出来ました。
　これからも、児童館子育て支援センターをお気
軽にご利用ください。

『まだ冷たいけど気持ちいい～♪』

『
今
年
も
安
全
に
楽
し
く
遊
べ
ま

す
よ
う
に
』

婚活のすすめ事業
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日赤社費募金 ご協力ありがとうございました。
皆様からの社費は、日本赤十字社長野県支
部に送られ、災害救助活動、国際活動、救
急法の講習会、地域での奉仕団活動などに
使われます。

一般家庭	 1,442戸
法　　人	 7社
金　　額	 1,494,500円

第
四
十
四
回
　

小
海
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
開
催

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
創
造
と
連
帯
の
輪
を
拡
げ
て
　
心
豊
か
な
二
十
一
世
紀
を
」

　

六
月
二
十
三
日
㈫
、
第
四
十
四

回
小
海
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
九
単

位
ク
ラ
ブ
百
二
十
余
名
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
長
の
老
人
ク
ラ
ブ
憲
章

の
朗
読
で
始
ま
り
、
連
合
会
会
長

の
挨
拶
、
続
い
て
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
た
、井
出
武
彦
様（
東
馬
流
）

　

黒
澤
光
江
様
（
中
村
）　

鷹
野

い
の
様
（
松
原
）　

の
三
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
記
念
講
演
は
「
知
っ
て

得
す
る
！
健
康
長
寿
に
向
け
た
身

体
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
佐
久
総

合
病
院
健
康
運
動
指
導
士
の
柳
澤

和
也
先
生
の
お
話
で
し
た
。
ユ
ー

モ
ア
と
、
運
動
を
交
え

た
楽
し
い
講
演
で
し
た
。

先
生
は
、
日
本
農
村
医

学
研
究
所
の
主
任
研
究

員
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
一
日
の
塩
分
摂

取
量
の
基
準
が
変
わ
り
、

男
性
は
八
グ
ラ
ム
、
女

性
は
七
グ
ラ
ム
に
な
っ

た
と
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
や
は
り
塩
分

は
控
え
め
に
し
な
け
れ

ば
と
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
し
て
、
い

き
い
き
と
健
康
で
暮
ら

す
た
め
に
は
筋
力
を
維

持
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

簡
単
に
家
で
出
来
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。“
老
化
は
足
か
ら
”
と
言
わ

れ
ま
す
。
生
活
習
慣
の
見
直
し
と

と
も
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
、

健
康
長
寿
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

午
後
は
会
員
の
皆
さ
ん
や
、
町

内
の
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に

よ
る
演
芸
会
が
賑
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
「
信
濃

の
国
」
を
斉
唱
し
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

講
演

銭
太
鼓
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小海町ボランティア連絡協議会 登 録 団 体
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ボランティア根っ子の会

小海町食生活改善推進協議会

小海町更正保護女性会

さくら会

花を愛する会

やすらぎ園ボランティア

配食ボランティア

朗読ボランティア

小海そば打ちクラブ八ッ手峯会

傾聴ボランティア

つながり隊

子育てサポート

更紗どう暖の会

八峰村

紙芝居制作委員会

グループ名

嶋田　益枝

井出スミエ

道上紀美子

畠山みはる

菊原　久暢

井出　時子

道上紀美子

浅沼　淳子

新井　松夫

篠原フサエ

中尾　博人

山下　良一

菊池　多吉

渡辺　　均

菊原　修一

代表者名

5

2

11

3

1

42

10

11

4

男性

18

23

48

8

15

12

12

10

7

9

13

21

1

5

6

女性

18

23

48

8

20

12

14

10

18

12

14

63

11

16

10

合計

社協への協力（行事への参加・
バザー他）

活　動　内　容

〃

〃

〃

社協への協力（花壇造り・花植
え・草取り）

デイサービスへの協力

独居老人・高齢者世帯への配食
サービス（安否確認）

読み聞かせの出張・テープの貸
し出し・児童館での活動

町、社協行事への参加、そば打
ち教室開催・指導

老人宅、老人福祉施設での話し
相手

住民参加型の在宅福祉サービス

小海町に暮らす全子どもたちに対
して、見守り、学習支援、児童
館サポートを行う

男性の力を発揮する支援、他の
ボランティアグループの手伝い等

自然に恵まれた資源を発掘し活
用しながらの、地域おこし

小海町に伝わる昔話や伝説を後
世に伝える紙芝居の作成及び読
み聞かせ

その他、町内には個人ボランティアさんもいらっしゃいます。
興味のある方は小海町社会福祉協議会 92−4107までご連絡ください。
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初
夏
の
染
材
　
二
題

　
ク
ワ
モ
ド
キ
　
桑
擬　
別
名
：

オ
オ
ブ
タ
ク
サ　
キ
ク
科
ブ
タ
ク

サ
属　
肥
え
た
泥
の
溜
ま
っ
た
河

原
や
畑
地
に

大
群
生
し
、

高
さ
二
ｍ
以

上
に
な
る
大

形
の
一
年
草
。

葉
は
対
生
し
三
〜
五
裂
し
、
桑
の

葉
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
〈
桑

擬
〉
の
名
が
。
北
ア
メ
リ
カ
原
産

の
帰
化
植
物
で
、
花
粉
症
の
主
犯

と
し
て
ブ
タ
ク
サ
と
共
に
嫌
わ
れ

も
の
で
あ
る
。
小
海
の
高
原
野
菜

の
畑
地
に
も
随
分
蔓
延
っ
て
お
り
、

害
草
の
退
治
す
る
た
め
に
も
使
っ

て
み
た
。
茎
葉
を
細
か
く
切
り
、

ア
ル
カ
リ
水
で
煮
出
す
。
沸
騰
後

二
十
分
煮
立
て
て
煎
汁
を
取
る
。

非
常
に
濃
い
緑
の
液
で
あ
る
が
、

中
和
の
必
要
が
あ
り
氷
酢
酸
を
加

え
て
染
液
と
す
る
。
浸
染
─
媒
染

を
二
回
繰
り
返
し
て
染
め
上
げ
る
。

柳
色
を
目
指
し
た
が
、
薄
め
の
鶸

（
ひ
わ
）
色
で
あ
っ
た
。

そ
よ
ご
　
冬
青　

別
名
：
染
木　

モ
チ
ノ
キ
科
モ
チ
ノ
キ
属　
そ
よ

ご
は
そ
よ
ぐ
の
意
で
風
で
葉
の
す

れ
合
う
音
が
カ
サ
カ
サ
と
そ
よ
ぐ

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
冬
青

の
名
を
充
て
る
の
は
常
緑
で
冬
尚
、

周
囲
の
中
で
青
い
こ
と
か
ら
。
別

名
の
染
木
は
昔
か
ら
赤
色
を
染
め

る
木
と
い
う
事
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
。
こ
う
し
て
み
る
と
木
の
名
前
、

草
の
名
前
は
色
々
な
謂
れ
が
あ
っ

て
付
け
ら
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
う

言
え
ば
江
戸
時
代
に
本
草
学
な
る

も
の
が
あ
り
、
植
物
学
者
が
大
陸

か
ら
来
た
も
の
、
日
本
古
来
の
自

生
の
植
物
の
名
前
な
ど
の
同
定
及

び
名
付
け
に

苦
し
ん
だ
よ

う
で
す
。
こ

の
そ
よ
ご
は

長
野
各
地
に
多
く
自
生
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
小
海
で

は
未
だ
見
つ
か
ら
ず
八
王
子
か
ら

持
参
し
ま
し
た
。
枝
葉
を
細
か
く

刻
み
熱
煎
し
ま
す
が
、
そ
の
液
は

す
ぐ
に
は
染
ま
り
ま
せ
ん
。
煮
出

し
て
一
昼
夜
置
く
と
赤
色
の
濃
い

液
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
液
で
煮
染
め
し
ま
す
。
ア

ル
ミ
、ア
ル
カ
リ
媒
染
で
赤
丹（
奈

良
時
代
）、
洗
朱
（
江
戸
時
代
）

の
よ
う
な
落

ち
着
い
た
赤

色
が
得
ら
れ

た
。

この広報紙は大豆インキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

　6 月19日に小海小学校で校内音楽会が開催されました。
今年が小学校で初めての音楽会となる1年生の合唱の
様子。

　6 月18日長野ＬＰガス協会佐久支部青年部より災害時
に役立ててほしいとお米 8升まで炊ける炊き出しセッ
トを寄贈していただきました。

　

美
術
館
で
は
、

八
月
二
十
三
日
ま

で
、「
画
業
七
十

年 
横
井
照
子
展

─
ス
イ
ス
で
描
く

日
本
の
詩
─
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

横
井
照
子
氏
は
、
ス
イ

ス
で
国
民
的
画
家
と
し
て

認
め
ら
れ
、
九
一
歳
を
超

え
て
な
お
、
活
発
に
制
作

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

本
展
は
、
横
井
氏
の
七

十
年
間
の
画
業
を
辿
る
、

日
本
で
は
初
め
て
の
大
規

模
な
回
顧
展
で
、
初
期
か

ら
現
在
ま
で
の
八
九
点
の

多
彩
な
作
品
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
卵
で
顔
料
を

固
着
さ
せ
る
古
典
技
法
、

エ
ッ
グ
テ
ン
ペ
ラ
か
ら
生

ま
れ
る
鮮
や
か
な
色
彩
が

作
品
の
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
本
展
に
あ
わ
せ
、

美
術
館
レ
ス
ト
ラ
ン
「
花

更
紗
」
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
イ
ー
ツ
が
登
場
し
ま

し
た
。
作
品
所
蔵
先
の
恵

那
川
上
屋
さ
ん
の
栗
素
材

を
使
っ
た
三
種
類
の
味
を

展
覧
会
と
共
に
お
楽
し
み

下
さ
い
。
メ
ニ
ュ
ー
は
美

術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。　
　

　

尚
、
九
月
五
日
か
ら
は
、
世

界
の
辺
境
や
紛
争
地
を
取
材
し

続
け
る
写
真
家
、
長
倉
洋
海
氏

の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
画
業
70
年
　
横
井
照
子
展

─
ス
イ
ス
で
描
く
日
本
の
詩
─
」開
催
中

ク
ワ
モ
ド
キ
染

そよごソヨゴ染

《幸せ》エッグテンペラ


